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コケ植物である蘚類ハイゴケ（Calohypnum plumiforme）は、モミラクトンと呼ばれる化学防御物質を生産することが知られ
ている。本研究は、ハイゴケのモミラクトン生合成遺伝子群がゲノム上で遺伝子クラスターを構成していることを明らかにし
た。本研究は東京大学、浙江大学、東京農工大学などとの共同研究で実施され、植物化学研究室ではモミラクトン生合成酵素の
機能解析や生合成遺伝子の発現解析を担当した。
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Genomic evidence for convergent evolution of gene clusters for momilactone biosynthesis in land plants

図　ハイゴケに存在するモミラクトン生合成遺伝子クラスター
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